
D病院

医療法人 100床規模 看護職員数 175人 総合病院

特徴
複線型等級制度

10等級、管理職コースは4～10等級、専門職
コースは4～7等級、うち高度専門職は6～7等
級、一般職層は1～4等級。
4等級から複線となる、うち1等級が新人、2等
級が一人前、3等級が中堅、4等級が熟練

人事評価制度の基本的考え方
全職種共通の役割行動基準、等級ごとに期待さ
れる役割を定義し、役割基準に沿って評価、評
価結果が賃金に反映。
1～4等級まではラダーを能力要件として活用。

等級・評価・賃金の3つの仕組みが連動
等級→評価（等級に応じた評価）

→賃金（等級による賃金水準の決定）
評価→賃金（評価による賃金の決定）

→等級（評価による等級の決定）
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